
平成26年3月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成25年8月12日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 原田工業株式会社 上場取引所 東 
コード番号 6904 URL http://www.harada.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 原田 章二
問合せ先責任者 （役職名） 執行役員 （氏名） 青木 隆 TEL 03-3765-4321
四半期報告書提出予定日 平成25年8月13日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 8,333 12.6 243 ― 350 ― 156 △72.9
25年3月期第1四半期 7,399 55.5 △113 ― △224 ― 578 ―

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 771百万円 （△30.3％） 25年3月期第1四半期 1,106百万円 （394.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 7.21 ―
25年3月期第1四半期 26.59 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第1四半期 27,468 10,048 36.6 461.93
25年3月期 26,649 9,440 35.4 433.97
（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  10,048百万円 25年3月期  9,440百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 7.50 7.50
26年3月期 ―
26年3月期（予想） 0.00 ― 7.50 7.50

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 15,480 1.2 330 386.7 300 ― 200 △66.9 9.19
通期 31,000 3.6 700 104.3 600 1.6 400 △59.1 18.39
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対す
る四半期レビュー手続きを実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在
における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 21,758,000 株 25年3月期 21,758,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 4,082 株 25年3月期 3,933 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 21,753,990 株 25年3月期1Q 21,754,067 株
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（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間における世界経済は、米国では個人消費の持ち直しや住宅投資の増加などにより緩や

かな回復傾向が続いておりますが、欧州では引き続き低迷しております。アジアにおいては中国では成長が鈍化し

ており、アセアン地域では成長が緩やかになっております。 

 日本国内経済につきましては、公共投資の増加や円安の進行を背景とした輸出の回復など、持ち直しの動きが続

いております。 

 先行きにつきましては、世界経済は総じて緩やかな回復が見込まれ、日本国内経済は引き続き円安、経済対策の

効果等による景気の回復が期待されますが、欧州債務問題の長期化等による経済への影響も懸念されます。 

 当社グループの属する自動車業界におきましては、自動車生産台数は、北米では微増となり、中国及びアセアン

地域では増加しております。一方、欧州及び日本では減少となりました。 

 このような状況のもと、自動車用アンテナ及び附帯機器の拡販活動を引き続きアジア新興国市場並びに日・米・

欧成熟市場を中心に進めてまいりました。また、日本アンテナ株式会社より譲り受けた事業と開発・生産・販売等

の各領域での収益体質の強化に取り組み、シナジー効果が徐々に現れ始めてまいりました。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は拡販活動及び為替の影響等により83億33百万円（前年同四半期

比12.6％増）となりました。利益面につきましては、売上高の増加及び売上原価率の改善による売上総利益の増加

及び販管費の抑制等により営業利益は2億43百万円（前年同四半期は営業損失1億13百万円）、経常利益は為替差益

を計上したこともあり3億50百万円（前年同四半期は経常損失2億24百万円）、四半期純利益は、前年同四半期の特

別利益に負ののれん発生益として計上していた9億21百万円がなくなったこともあり1億56百万円（前年同四半期比

72.9％減）となりました。 

   

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

①日本 

 エコカー補助金の打ち切り及び輸出の減少による自動車生産台数の減少により、外部売上高は28億53百万円（同

12.1％減）、セグメント間の内部売上高は9億62百万円（同10.7％増）、営業利益は売上総利益の増加及び販管費

の抑制等により3億31百万円（前年同四半期は営業損失7百万円）となりました。 

②アジア 

 中国市場及びアセアン市場での拡販活動並びに上海原田新汽車天線有限公司及びHARADA AUTOMOTIVE ANTENNA

（PHILIPPINES), INC.を譲り受けたこと、また、為替の影響等により、外部売上高は18億60百万円（前年同四半期

比69.9％増）、セグメント間の内部売上高は30億12百万円（同56.4％増）、営業損失は原価率低減等により63百万

円（前年同四半期は営業損失2億44百万円）となりました。 

③北中米 

 米国及びメキシコの市場回復傾向及び拡販活動並びに為替の影響等により外部売上高は28億67百万円（前年同四

半期比21.2％増）、セグメント間の内部売上高は37百万円（同32.7％減）、営業利益は73百万円（同27.9％減）と

なりました。 

④欧州 

 欧州市場は低迷しましたが、為替の影響等により、外部売上高は7億51百万円（同8.5％増）、セグメント間の内

部売上高は4百万円（同52.8％増）、営業損失は12百万円（前年同四半期は営業利益13百万円）となりました。 

  

 なお、セグメントの売上については外部顧客に対する売上高とセグメント間の内部売上高を記載しております。

   

１．当四半期決算に関する定性的情報



（２）財政状態に関する説明 

 当社グループは財務体質の改善目標として営業利益率など収益性の改善ももちろんのことでありますが、当社グ

ループの課題である経営の安全性を高めるため、有利子負債の削減、たな卸資産の圧縮、自己資本の充実等に努め

てまいりました。この結果、次のとおりの財政状態となりました。 

  

（流動資産） 

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、210億92百万円（前連結会計年度末204億81百万円）と

なり、6億10百万円増加いたしました。 

主に、「原材料及び貯蔵品」が2億76百万円減少し、「受取手形及び売掛金」が6億29百万円、「現金及び預金」

が2億51百万円増加いたしました。  

（固定資産） 

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、63億75百万円（前連結会計年度末61億67百万円）とな

り、2億8百万円増加いたしました。 

主に、「有形固定資産」が1億55百万円増加いたしました。 

（流動負債） 

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、123億6百万円（前連結会計年度末117億40百万円）と

なり、5億65百万円増加いたしました。 

主に、「その他」に含まれる「未払法人税等」が1億11百万円減少し、「短期借入金」が6億95百万円、「賞与引

当金」が1億33百万円増加いたしました。 

（固定負債） 

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、51億13百万円（前連結会計年度末54億68百万円）とな

り、3億54百万円減少いたしました。 

主に、「長期借入金」が2億80百万円減少いたしました。 

（純資産）  

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、100億48百万円（前連結会計年度末94億40百万円）とな

り、6億8百万円増加いたしました。 

主に、「為替換算調整勘定」が6億11百万円増加いたしました。   

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  平成26年３月期連結業績予想につきましては、平成25年５月17日に公表いたしました第２四半期連結累計期間及

び通期の連結業績予想に変更はございません。   

  



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 

   

（４）追加情報  

 当社は、平成25年４月15日開催の取締役会において、平成25年10月１日を効力発生日として、当社の100％子会

社である原田通信株式会社を吸収合併することを決議いたしました。 

１．結合当事企業の名称及びその事業の内容、企業結合日、結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の目的

を含む取引の概要 

（1）結合当事企業の名称及びその事業の内容 

① 結合企業 

名称     原田工業株式会社（当社） 

事業の内容  自動車用アンテナ等の製造及び販売 

② 被結合企業 

名称     原田通信株式会社 

事業の内容  自動車用アンテナ等の製造及び販売 

（2）企業結合日 

平成25年10月１日 

（3）企業結合の法的形式 

原田工業株式会社を存続会社、原田通信株式会社を消滅会社とする吸収合併 

（4）結合後企業の名称 

原田工業株式会社 

（5）取引の目的を含む取引の概要 

 当社の新長期ビジョン「HARADA NEXSTAGE 19」で掲げた「競争の優位性の強化」及び「最適な企業基盤の

確立」を推進するため、本社の組織改革を平成25年７月１日に実施いたしました。その一環として、原田通

信株式会社の機能である国内生産機能並びに委託している生産・購買領域に関するグループ統轄機能を当社

に統合し、国内事業の生産・販売体制の一元化及び本社として統轄すべきすべてのグループ統轄機能の集約

を図ることで、グループシナジーの一層の強化・拡大を目的とするものであります。  

２．実施する会計処理の概要 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事

業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 最終改正平成20年12月26日）に基づ

き、共通支配下の取引として会計処理を行います。  

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,848,707 6,100,704

受取手形及び売掛金 5,574,787 6,203,869

商品及び製品 4,301,660 4,354,151

仕掛品 565,255 599,935

原材料及び貯蔵品 2,810,327 2,533,448

その他 1,400,561 1,321,422

貸倒引当金 △19,471 △20,798

流動資産合計 20,481,826 21,092,734

固定資産   

有形固定資産 4,220,530 4,376,361

無形固定資産 327,747 345,438

投資その他の資産   

その他 1,621,957 1,656,540

貸倒引当金 △2,405 △2,405

投資その他の資産合計 1,619,552 1,654,135

固定資産合計 6,167,831 6,375,935

資産合計 26,649,658 27,468,669

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,611,518 2,632,585

短期借入金 6,645,340 7,341,260

1年内返済予定の長期借入金 560,000 560,000

賞与引当金 255,419 389,034

役員賞与引当金 24,225 8,300

その他 1,644,148 1,375,136

流動負債合計 11,740,650 12,306,317

固定負債   

長期借入金 4,240,000 3,960,000

退職給付引当金 409,347 337,707

その他 819,076 815,788

固定負債合計 5,468,423 5,113,496

負債合計 17,209,074 17,419,813

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,019,181 2,019,181

資本剰余金 1,859,981 1,859,981

利益剰余金 7,499,718 7,493,364

自己株式 △1,398 △1,431

株主資本合計 11,377,483 11,371,095

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 16,022 18,781

為替換算調整勘定 △1,952,922 △1,341,021

その他の包括利益累計額合計 △1,936,899 △1,322,239

純資産合計 9,440,583 10,048,856

負債純資産合計 26,649,658 27,468,669



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 7,399,447 8,333,679

売上原価 5,697,381 6,361,692

売上総利益 1,702,065 1,971,986

販売費及び一般管理費 1,815,180 1,728,624

営業利益又は営業損失（△） △113,114 243,362

営業外収益   

為替差益 － 121,896

その他 19,011 21,335

営業外収益合計 19,011 143,232

営業外費用   

支払利息 26,340 32,287

為替差損 101,637 －

その他 2,451 3,576

営業外費用合計 130,428 35,863

経常利益又は経常損失（△） △224,531 350,730

特別利益   

固定資産売却益 919 368

負ののれん発生益 921,513 －

特別利益合計 922,433 368

特別損失   

減損損失 16,191 2,844

その他 569 458

特別損失合計 16,760 3,303

税金等調整前四半期純利益 681,141 347,796

法人税、住民税及び事業税 98,796 142,359

法人税等調整額 3,993 48,636

法人税等合計 102,789 190,995

少数株主損益調整前四半期純利益 578,352 156,801

少数株主利益 － －

四半期純利益 578,352 156,801



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 578,352 156,801

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △7,360 2,759

為替換算調整勘定 535,846 611,900

その他の包括利益合計 528,485 614,660

四半期包括利益 1,106,838 771,461

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,106,838 771,461

少数株主に係る四半期包括利益 － －



  該当事項はありません。   

   

  該当事項はありません。   

   

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

 （注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額 千円は、セグメント間取引消去であります。  

 ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。 

   

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）  

「日本」及び「北中米」のセグメントにおいて、今後の使用見込みがたたない遊休資産について、帳

簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。  

   なお、当該減損損失の計上額は、「日本」が15,686千円、「北中米」が504千円であります。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

「日本」、「アジア」、「北中米」及び「欧州」のセグメントにおいて、日本アンテナ株式会社の自

動車用アンテナ事業を譲り受けたこと及びそれに伴い同社の海外子会社の株式及び出資持分を取得した

ことから負ののれん発生益が生じております。 

なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第１四半期連結累計期間において「日本」が

121,880千円、「アジア」が785,844千円、「北中米」が13,233千円、「欧州」が555千円であります。

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  報告セグメント
調整額 

（注）１ 

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注）２    日本 アジア 北中米 欧州 計

売上高               

外部顧客に対する売

上高 
 3,245,263 1,094,829 2,366,368 692,985  7,399,447  － 7,399,447

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 869,617 1,925,641 56,339 2,792  2,854,390  △2,854,390 －

計  4,114,881 3,020,471 2,422,707 695,778  10,253,838  △2,854,390 7,399,447

セグメント利益又は損

失（△） 
 △7,435 △244,528 101,648 13,133  △137,181  24,067 △113,114

24,067



Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

 （注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額 千円は、セグメント間取引消去であります。  

 ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

     

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）  

「日本」セグメントにおいて、今後の使用見込みがたたない遊休資産について、帳簿価額を回収可能

価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。  

   なお、当該減損損失の計上額は、「日本」が2,844千円であります。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

 該当事項はありません。   

  

該当事項はありません。  

  

  報告セグメント
調整額 

（注）１ 

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注）２    日本 アジア 北中米 欧州 計

売上高               

外部顧客に対する売

上高 
 2,853,778 1,860,164 2,867,909 751,826  8,333,679  － 8,333,679

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 962,282 3,012,139 37,935 4,268  4,016,625  △4,016,625 －

計  3,816,061 4,872,304 2,905,844 756,094  12,350,305  △4,016,625 8,333,679

セグメント利益又は損

失（△） 
 331,065 △63,704 73,334 △12,295  328,400  △85,038 243,362

△85,038

（重要な後発事象）
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